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＜連絡事項＞

・Ｃユニットの洗面台(向かって右側)の水が出ず、又、コンセントも老朽化している為、本日、

修理伝票を提出しています。

· Ｄユニットの休憩室を利用するときは、ドアの開閉に充分な配慮をして下さい。特に夜間は音が響き、患者様の睡眠の妨げになります。

· 教育委員会から→8/9の院内研修の出欠の確認を各自8/15までに行ない、間違いがあったときは盛田さんに報告してください。病棟メ－ルに出欠の一覧表が届いています。

· Ｃユニットの夜間の水分補給についての確認→起床時は深夜フリ－。寝る前は遅番のスタッフが行ないましょう。

· 勤務変更があります。庶務室前の掲示板の勤務表を良く確認し、間違いのないようにして下さい。

· お盆外泊について

・薬は2名以上で確認し、御家族に手渡す際も御家族・ご本人の前で一緒に確認しましょ

う。

　　　・緊急な事があった時は病院に電話するよう伝えましょう。又、いつでも帰院して良い事

を伝えましょう。

　　　・危険物の持ち込み防止の為、帰院時のボディチェックをしましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 寺地　利代子様～数日前から帯下の量が増え、性状もベ－ジュがかっていると申告がありま

　　す。掻痒感・疼痛・悪臭はありません。主治医に報告し、小坂先生に診察

して頂くよう指示があります。8/17又は、8/18北病棟の患者様の診察を予

定しているとの事なので、診察日が決定したら北病棟から東病棟に連絡が

入る事になっています。当日のリ－ダ－は診察介助をお願いします。

· 坂　貢様～不安定な状態が続いています。症状改善の為、本日から向精神薬が臨時処方され

ています。確実な服薬の確認と副作用・精神症状の詳細な観察・記録をしましょ

う。

・八木橋牧雄様～入眠困難・中途覚醒があり睡眠が充分でないことから、本日から就床前薬を調

整しています。又、血圧高値の為、血圧降下剤を服用していましたが特に拡張

期がまだ高値の為、明朝から血圧降下剤が増薬となります。睡眠状態の観察・

血圧側定3回/日は継続し、血圧高値に伴う随伴症状についての観察もお願いし

ます。

・吹越　里美様～本日、外泊に行かれています。病状に不安定さが見られた時は病院に連絡する

事・外泊を中止しいつでも帰院することを伝えています。

・南　葉子様～本日の食事は摂取されています。両親の面会時、椅子から倒れこむ事ありますが、

声掛けにはすぐ返答されケロリとされています。特に呼吸の異常も見られず訴え

も聞かれていません。タバコの許可がある為、本日から１回2本で１日4回です。

　　　　　　・運動療法は準夜勤務者出勤時、阿部様と一緒に実施する。体重側定3回/Ｗ。

・パニック発作時は介入せず見守りましょう。

但し、発作中の観察として、声掛けに反応するか・意識は清明か・発汗や手足の

冷汗があるか・眩暈・ふらつき・転倒の危険性を観察する。又、過呼吸・呼気と

吸気のバランス・呼気だけが目立っていないか観察。

・いつどんな場面で発作を起こすのか・発作を起こした場所や状況の回避行動の

観察もしましょう。発作後は、「死ぬかと思った。「気が狂うかと思った」という

訴えには、発作ではそのような事がない事を伝えましょう。又、何が発作の誘因

となったか、発作前に急激な運動・カフェインの摂り過ぎ・喫煙本数の増加がな

かったかなど患者様に尋ねてみる。(発作誘発物質には、カフェイン・ニコチン・

炭酸ガス・乳酸ソ－ダがあげられる)

＜ＳＳＴの検討＞

・南　葉子様～症状の観察と病棟に慣れるまで、一週間は経過観察し次週、一週間の評価をし導

入を検討する。

・阿部　文香様～伝えたい事が上手く伝えられないでいる。→コ・リ－ダ－が傍にいて患者様に

聞いたり促すように援助する。

提案として～担当者は色々、試行錯誤しながら内容を検討しているが、季節に見合った内容も盛

り込んで欲しい。例)八月はお盆という行事がありますが、「お盆に外泊を頼んで頼

んでみる」を第一週目に練習し、出来る方は一週間で実際に行っていただき、その

後、報告をして頂く…というように。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　













